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【方法】健康な大学生 1772名を対象に 75gOGTTを行い、体組成を測定した。この OGTTの血糖値と BMI
および体脂肪率との関連について、χ２検定と Fisherの正確検定を用いて検討した。さらに、1時間血
糖値が 180㎎/dl以上および 2時間血糖値が 140㎎/dl以上に影響を与える要因について、ロジスティ
ック回帰分析を用いて検討した。 
【結果】耐糖能異常者は男女それぞれ 34.0％と 45.1％存在し、1時間値が 180mg/dl以上になる割合は
男女それぞれ 21.0％と 37.8％であった。いずれも女性の方が有意に高かったが、BMIおよび体脂肪率と
の関連はなかった。さらに、1時間値が 180mg/dl以上になる要因、2時間値が 140mg/dl以上になる要








果を、糖負荷後 2時間値が 140 ㎎/dl以上(140 ㎎/dl以上群)と 140 ㎎/dl未満（140 ㎎/dl未満群）
で比較し、ロジスティック回帰分析を用いて負荷後高血糖に影響を与える要因について検討した。 
【結果】負荷後高血糖の者は 140 ㎎/dl以上群が 75名（38.3 ％）存在した。体脂肪率は 140 ㎎/dl以
上群で有意に低かった。140 ㎎/dl 以上群である要因についてロジスティック回帰分析の結果、体脂肪









解析を行った。また、50g GCT 1時間値が 140 mg/dl以上に関連する要因をロジスティック回帰分析で
検討した。さらに、30歳以上の妊婦を対象に 50gGCT 1時間値が 140 mg/dl以上に関連する要因を検討
するためにロジスティック回帰分析を行った。 
【結果】50gGCT 1時間値は、140 ㎎/dl未満は 169名（86.7％）、140 ㎎/dl以上の陽性者は 26名（13.3％）
存在した。このうち 75gOGTTを実施したものは 23名で妊娠糖尿病は 5名であった。50g GCT 1時間値
140 ㎎/dl以上群と 140 ㎎/dl未満群で体格や生活習慣の関係をみたところ、140 ㎎/dl以上群は年齢
が 31.8±3.6歳と有意に高く、また、日常活動は座っていることが多い人が有意に多かった。140 ㎎/dl
以上群である要因は、年齢が高い、日常生活で座っていることが多いこと、淡色野菜の摂取量が少ない











日常活動を含めた健康教育を継続して行うことが重要である。   
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